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スギ人工林の施業法について(I)
ー無除伐 、 短周期強度枝打ちによる集約的施業法 一

浅野 善和・山田 幸三

1. はじめに

和歌山演習林では、 現在全面積の58 ％の造林地があり、 これらの造林地のおよそ半分が40年生
以下の特に手入れを必要とする林分である。 これらの林分では 、 直営、 請負及び県の森林整備事
業によリ除伐等の保育作業を進めている 。 現在はヒノキを中心に除伐後に枝打ちも行っている。
しかし 、 林内には十分な林道が整備されていないため 、 現場に到着するまでの時間がかかリ 、 作
業者にとって非常に大きな負担になっている 。 その上、 労働力不足のために枝打ちはおろか除伐
さえ十分に実施できていない状況である。 そこで、 林道から近い若齢林において無除伐 、 短周期
の強度枝打ちによる集約短伐期施業法 ）） を実施してみてはどうかと考えてみた。

密度管理は除間伐によって行うのが 一 般的である 。 しかし 、 除伐では伐採されギャップのでき
た所と除伐前と変わらずギャップができなかった所では成長にバラッキが出るが、 枝打ちは全木
を対象とするため、 成長のバラッキを抑え均 ー な林分を作ることが出来る叫

今回の試験では、 除伐ではなく 、 枝打ちによって直径成長を調整し高密度 、 高蓄積の均 ー な林
分を作る事を目的に調査プロットを設定した。 またこういった施業は、 無節の樹幹を作るのに適
した方法 2)であリ、 価値の高い無節木の生産もできるため平成8年度事業区域の 一 部を使い試験地
を設定した。

本報では、 プロット設定方法と調査デ ー タを報告する。

2. 調査方法

試験を行う場所は、 和歌山演習林内第 8 林班の昭和60年度造林地で、 植採本数は 7, 500~8, 500

本／haの造林地である。 この造林地は 、 平成8年度に第1回目の除伐を行う予定とされていた北向
き斜面の若齢林で 、 以前から固定標準地 (SS8502) •>が設置されており 、 植栽時から 5 年間 、 毎
年計測した毎木調査デ ー タがある 。 プロット固定標準地の大きさは、 25 X 20mである（図ー 1) 。
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図 ー 2 プロ ット図

尺を使用してmm単位で計測し、
cm単位で計測した。胸高直径、

調査地では、あらかじめ成長のバラッキの変化を調べ

るために、図ー2のように10X !Ornの プ ロット4個と5X

20mの プロ ット1個の合計5個の プロ ットを設定した。調
査地の周辺には｀｀調査地外からの影響を考え、 プロ ット

を囲むように5m幅で同様の施業を行う区域も設定した。
ブ ロ ット内では除伐を全く行わず、強度の枝打ち（今

回は地上から樹高の3分の2程度）によって保育し、通

常の除伐施業を行った林分との成長、蓄積の比較を行っ

ていく。また5個の プロ ット間の成長、蓄積のバラッキ

の変化も計測していく。

本調査の対照区として調査実施区域と同時に植栽され

た、本数、胸高直径、樹高が比較的近い林分に、!OX 10 

rnの プロ ットを設定し、通常の事業と同じ約15％の除伐を
行うことにした。

本調査では、プロット内の個体、全木の胸高直径（地
上130cm)と樹高を計測した。胸高直径は布製の直径巻き

樹高は梢がはっきリと確認できるため検測幹逆目盛りを使用して

樹高の計測は平成8年12月に調査を行った。

表 ー 1 プロット別データ

プロット名

A-

B-

4-

l-

2-

F-

1年度別平均樹高l 淋分密魔管理図I
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図 ー 4 平均樹高の成長曲線 図 ー 5 林分密度管理図
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胸高直径
平均樹高

林分密魔
林分材積
林分翫面積

高直径
平均樹高

林分密度
林分材積
林分翫面積

高直径

：：ロニ戸ニコ温

積

径m
m
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面断分
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均

分

分

林

均

平

林

林

平

J
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7.6 cm 
538.5 Cm  
7600本／ha
109.8 m' 
34.6 m• 

6.8 cm 
488.5 cm 
7.800本／ha
85.5 m• 
29.1 m• 

7.8 cm 
558. 7 Cm  
8500本／ha
134.8 m' 
41.0 m' 

7.2 cm 
511.3 Cm  
8300本／ha
104.9 m• 
34.4 m• 

7.1 cm 
510.1 cm 
8600本／ha
105. 2 m• 
34.4 m置

7.6 cm 
525.4 Cm  
6400本／ha
91.3 m• 
33.5 m• 

照区林況
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3. 考察

各プロット及び対照区の林況を図 ー 3に、 植栽後 5 年間に計測された樹高と、 今回計測された

樹高を用いて作成したプロット別の樹高成長曲線を図 ー 4にそれぞれ示す。 5個のブロットの内、

Bの成長がもっとも悪くなっている。 逆に、 Cにおいて最も成長がよい。 対照区は5個のプロッ

トの平均的傾向を示している。

図 ー 5は、 各プロット及び対照区の林分密度管理図である。 対照区では、 除伐を行った直後の

ため収量比数がやや低くなっている。 対照区を今後どのように施業して行くかの指針として吉野

地方での林分密度管理状況(7,000本植栽、 地位2)と和歌山地方の林分密度管理状況(6,000本

植栽、 地位3)を記載しておく 5)6)。 収量比数は、 南近畿•四国地方のものを用いた。

今後の枝打ちは各プロットの樹高、 胸高直径の大きい個体については地上からの打ち上げ量を

高くし、 樹高、 胸高直径の小さい個体については、 地上からの打ち上げ量を低くし、 プロット設

定時のようなバラッキを小さくして均 ーな林分を目指す。 各プロットでは除伐を行わないため、

今後収量比数1.0のラインを越えるものと予想される。

対照区では、 和歌山県の林分収穫予想表で示されているような初期に強度の除伐を行う密度管

理ではなく、 初期の除伐を抑えた吉野地方での密度管理に沿って施業を行う予定である。

4. おわりに

今回の調査は、 成長休止時期の冬しかできないので、 雪の残った山に出かけ直径巻き尺片手に

調査をする事になってしまった。 これから先の調査にも泣かされることにな1)そうです。

このブロット設定や、 データ処理の方法など、 ご教示ご協力いただいた長谷川尚史助手と調査

に協力して下さった和歌山演習林の方々には大変お世話になり厚くお礼申し上げます。
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